
牛

鬼

蛇

神

の
詩

i

宮
崎
晴
瀾
と
そ
の
周
辺
1

福

井

辰

彦

明
治
二
十
九
年
十
二
月
、

一
人
の
詩
人
が
初
め
て
の
、
と
同
時

に
最
後
と
な
る
漢
詩
集
を
出
し
て
、
漢
詩
壇
を
去

っ
た
。
詩
人
の

名

を
宮
崎
晴
瀾
、
漢
詩
集
の
名
を

『
晴
瀾
焚
詩
』
と
言
う
。

宮
崎
晴
瀾
、
本
名
宣
政
。
慶
応
四
年
、
高
知
の
生
ま
れ
。
詩
を

森
椀
南
に
学
び
、
佐
藤
六
石

・
野
口
寧
斎

・
大
久
保
湘
南
と
並
ん

で

「
椀
南
門
の
四
天
王
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

一
方
で
、
自
由
党

系

の

『
自
由
新
聞
』
『
長
野
新
聞
』
の
主
筆
を
務
め
た
が
、
こ
う

し
た
新
聞
人
と
し
て
の
活
動
も
明
治
末
年
に
は
辞
め
て
お
り
、
晩

年

の
消
息
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
昭
和
十
九
年
没
。

『
晴
瀾
焚
詩
』
に
つ
い
て
は
、
三
浦
叶
氏
が

『
明
治
漢
文
学
史
』

(
平
成
十
年
、
汲
古
書
院
)
中
編
第
十
章

「
異
色
な
漢
詩
文
集
」

で
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
三
浦
氏
は
、
矢
土
錦
山

・
森
塊

南

・
本
田
種
竹
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
「
幽
悟
深
奥
」
「
妖
怪
体
」

「
李
賀
を
 
祝
す
」
と
い
っ
た
評
を
下
し
た

こ
と
を
紹
介
し
た
上

で
、
晴
瀾
の
詩
風
は
李
賀
に
通
じ
る

「
浪
漫
的
、
神
秘
的
な
」
も

の
だ
と
述

べ
て
い
る
。

し
か
し
、
三
浦
氏
は
晴
瀾
の
詩
を
具
体
的

に
挙
げ

て
は
い
な
い
。

明
治
文
学
全
集
62

『
明
治
漢
詩
文
集
』
(
昭
和
五
十
八
年
、
筑
摩

書
房
)
は
、
晴
瀾
詩
の
う
ち

「
今
夕
何
夕

歌
」
「
公
子
行
」
「
送

原
万
里
游
清
国
」
の
三
首
を
採
録
す
る
が
、

こ
れ
ら
か
ら
も
三
浦

氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
晴
瀾
詩
の
特
徴
を
十

分
に
読
み
取
る
こ
と

は
出
来
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
浦
氏
が

「
異
色
」
と
し
、
李
賀
風
と
し
た
晴
瀾
の
詩
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

椀
南
が
、
「
妖
怪
体
」
な
る
評
語
を
記

し
た

の
は
、
「
黙
水
村
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荘
七
怪
勝
詩
」
(明
治
二
十
⊥ハ
年
⊥ハ
月
三
日
付

『
日
本
』
「
文
苑
」

欄
、
『
晴
瀾
焚
詩
』
で
は

「
青
厘
山
人
黙
水
村
荘
七
怪
勝
詩
」
と

改
題
)
に
対
す
る
評
に
お
い
て
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
国
分
青
厘
が

「
近
日
居
を
台
北
に
ト
し
、
則
ち
又

此

の
七
怪
勝
を
撰
」
(
塊
南
評
、
原
漢
文
)
ん
だ
の
に
対
し
て
贈

ら
れ
た
も
の
。
「
七
怪
勝
」
と
は
、
「
夜
笑
門
」
「
美
人
轟
」
「
屠

龍
岨
」
「
燭
骸
籔
」
「
天
狗
枕
」
「
百
霊
殿
」
「
焚
詩
寵
」
の
七
箇

所
で
あ
る
。
そ
の
字
面
を
見
た
だ
け
で
も
、
「
妖
怪
体
」
の
評
に

首
肯
し
た
く
な
る
が
、
詩
の
内
容
は
更
に
異
様
な
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は

「
夜
笑
門
」
「
美
人
森
」
「
燭
髄
籔
」
の
三
首
を
挙
げ
、

大
意
を
示
し
、
簡
単
な
注
を
付
け
て
み
る
。

夜
笑
門

一
榔
空
中
墳
墓
軽

門
前
掃
尽
古
今
平

春
脛
魍
魎
花
欺
去

月
死
嬬
蛾
鬼
奪
行

星
斗
下
階
千
雀
唖

山
河
墜
井
万
蛙
盲

一
榔

空
中

墳
墓
軽
し

門
前

掃
ひ
尽
く
し
て

古
今
平
ら
か
な
り

春
脛
く
し
て

魍
魎

花
を
欺
き
去
り

月
死
し
て

嬬
蛾

鬼
奪
ひ
行
く

星
斗

階
に
下
り
て

干
雀

唖
た
り

山
河

井
に
墜
ち
て

万
蛙

盲
た
り

無
天
無
地
無
人
夜

天
無
く

地
無
く

人
無
き
の
夜

漠
漠
何
来
只
笑
声

漠
漠
と
し
て

何
来

ロ
ハ笑
声
の
み

(墓
を
軽
々
と
空
中
に
投
げ
捨
て
、
門
の
前
は
き
れ
い

に
更
地
に
な
っ
た
が
、
行
き
場
を

失

っ
た
亡
霊
た
ち
は

さ
ま
よ

っ
て
い
る
。
魑
魅
魍
魎
が
祓
属
す
る
、
そ
の
腱

い
気
が
、
春
の
花

の
香
り
を
凌
き

、
掻
き
消
し
て
し
ま

う
。
月
は
死
に
、
嬬
蛾
は
鬼
に
奪

い
去
ら
れ
る
。
星
が

階
に
落
ち
て
来
た
の
に
驚
き
、
や

か
ま
し
く
嗜

っ
て
い

た
雀
た
ち
は
唖
と
な
る
。
山
河
が

井
戸
の
中
に
崩
れ
落

ち
て
来
た
た
め
に
、
狭
い
井
戸
の
中
し
か
知
ら
ぬ
蛙
た

ち
は
盲
に
な
っ
て
し
ま
う
。
天
も
、
地
も
、
人
も
滅
び

去

っ
た
夜
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え

る
中
に
、
た
だ
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
笑
い
声
が
響
い
て
く
る
だ
け
。
)

第

一
句
は
、
杜
甫

「
石
箏
行
」
の

「安
得
壮
士
衡
天
外
、
使
人

不
疑
見
本
根
」
(安
く
ん
ぞ
壮
士
天
外
に
榔

ち
、
人
を
し
て
疑
は

ず
本
根
を
見
せ
し
む
る
を
得
ん
や
)、
李
白

「
結
機
子
」

の

「
感

君
恩
重
許
君
命
、
太
山

一
榔
軽
鴻
毛
」
(君

恩
の
重
き
に
感
じ
て

君
に
命
を
許
す
、
太
山

}
榔
鴻
毛
よ
り
軽
し
)
と
い

っ
た
句
に
拠

る
。
ま
た
第

二
句
は
、
李
賀

「
秦
王
飲
酒
」

の

「
義
和
敲
日
破
璃

声
、
劫
灰
飛
尽
古
今
平
」
(義
和
日
を
敲
く
破
璃
の
声
、
劫
灰
飛

び
尽
く
し
て
古
今
平
ら
か
な
り
)
に
拠
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
句
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
柄
を
指
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

あ
る
い
は
、
「
黙
水
村
荘
」
付
近
の
墓
地
が
撤
去
さ
れ
、
更
地

に
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な

る

と

い

っ
た

こ

と

が

あ

っ
た

の
か

と

も

考

え

る

が

、

ど

う

で
あ

ろ

う

か

。

そ

の
よ

う

に

解

し

て

よ

い
と

す

れ

ば

、

以

下

に

見

え

る

「
魍

魎

」

「
鬼

」

「
笑

声

」

は

い

ず

れ

も

、

行

き

場

を

失

い

さ

ま

よ

う

亡

霊

た

ち

を
指

す

こ

と

に

な

ろ

う

。

第
四
句
は
、
李
賀

「
章
和
二
年
中
」
の

「
拝
神
得
寿
献
天
子
、

七

星
貫
断
垣
蛾
死
」
(神
を
拝
し
寿
を
得
て
天
子
に
献
ぜ
ば
、
七

星
は
貫
断
え
て
垣
峨
は
死
せ
ん
)
を
踏
ま
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

第

六

句

は

、

『
荘

子

』

等

に

見

え

る

、

所

謂

「
井

の

中

の
蛙

」

の

故

事

を

踏

ま

え

る

。

と

す

る

と

、

第

五
句

も

基

づ

く

と

こ

ろ

が

あ

り

そ

う

に

思

う

が

、

今

詳

ら

か

に

し
得

な

い

。

第
八
句
は
、
李
賀

「
神
絃
曲
」
の

「
百
年
老
鴉
成
木
魅
、
笑
声

碧
火
巣
中
起
」
(百
年
老
鴉
木
魅
と
成
り
、
笑
声
碧
火
巣
中
に
起

こ
る
)
に
拠
る
。

美
人
轟

美
人
被
髪
夜
登
楼

袖
捲
大
江
千
丈
秋

松
火
金
焼
招
獲
獺

月
明
鉄
囎
汰
猿
猴

鏡
中
寛
葬
盧
花
怨

画
裏
空
吹
宝
轟
愁

漢
殿
呪
成
雌
種
尽

美
人

被
髪

夜
楼
に
登
る

袖
捲
き
て

大
江

千
丈
の
秋

松
火

金
焼

積
獺
を
招
き

月
明
ら
か
に

鉄
噛
き
て

猿
猴
汰
る

鏡
中

寛
に
葬
る

薦
花
の
怨

画
裏

空
し
く
吹
く

宝
融
の
愁
ひ

漢
殿

呪
成
り
て

雌
種
尽
き

茂
陵
脂
粉
草
喉
轍

茂
陵

脂
粉

草
轍
喉

(解

い
た
髪
を
そ
の
ま
ま
に
、
寵

を
失
い
、
捨
て
ら
れ

た
美
人
は
、
夜
楼
に
登
る
。
袖
を
ま
く

っ
て
秋
の
江
に

臨
め
ば
、
水
は
千
丈
も
あ
り
そ
う
な
深
い
色
を
た
た
え

る
。
松
明
を
焚
き
、
金
を
焼

い
て
積
や
獺
を
招
く
。
明

る
い
月
の
下
、
鉄
笛
は
鳴
り
、
猿

ど
も
は
贅
沢
な
も
て

な
し
を
受
け
る
。
容
貌
の
衰
え
る
悲
し
み
は
鏡

の
中

へ

し
ま
い
こ
ん
で
、
最
早
顧
み
ぬ
。
絵
の
よ
う
に
美
し
い

山
河
の
中
で
天
子
の
御
旗
は
、
何

か
を
愁
え
る
よ
う
に

風
に
吹
か
れ
て
い
る
。
美
人
の
呪

謁
の
た
め
に
、
漢

の

宮
殿
で
は
、
后
も
宮
女
も
死
に
絶
え

て
し
ま

っ
た
。
残

っ
た
も
の
は
、
天
子
の
陵
墓
と
、

女
た
ち

の
脂
粉
、
後

は
草
が
し
ゅ
う
し
ゅ
う
と
風
に
鳴

る
ば
か
り
。
)

第
三
句

「
金
焼
」
は
、
李
賀

「秦
宮
詩
し

の

「
研
桂
焼
金
待
暁

宴
、
白
鹿
清
猷
夜
半
煮
」
(桂
を
研
り
金
を
焼
き
て
暁
宴
を
待
つ
、

白
鹿
の
清
蘇
夜
半
に
煮
る
)
に
拠
る
で
あ
ろ
う
。
桂
の
木
の
薪
や

金
の
釜
を
使
う
と
い
う
贅
沢
の
形
容
。
李
賀

「
馬
詩
」
二
十
三
首

の
第

二
十
三
首
に

「
武
帝
愛
神
仙
、
焼
金

得
紫
姻
」
(武
帝
神
仙

を
愛
し
、
金
を
焼
き
て
紫
姻
を
得
た
り
)
と

あ
る
よ
う
な
、
仙
薬

の
製
造
を
指
す

の
で
は
あ
る
ま
い
。

第

四

句

「
鉄

囎

」

は

、

未

詳

。

こ

こ

で
は

鉄

笛

が

鳴

る

こ
と

と

取

る

。

第
五
句

「
藍
花
怨
」
は
、
李
賀

「官
街
鼓

」
に

「従
君
翠
髪
藍
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花
色
、
独
共
南
山
守
中
国
」
(君
が
翠
髪
の
藍
花

の
色
と
な
る
に
従

せ
、
独
り
南
山
と
共
に
中
国
を
守
る
)
と
あ
る
の
に
拠
る
。
「
薦

花
色
」
は
白
で
、
白
髪
に
な
る
こ
と
を
表
す
。

第
六
句

「
画
裏
」
は
、
李
白

「
秋
登
宣
城
謝
眺
北
楼
」
に

「
江

城

如
画
裏
、
山
暁
望
晴
空
」
(
江
城
画
裏
の
ご
と
く
、
山
暁
晴
空

を
望
む
)
と
あ
る
よ
う
に
、
風
景
の
美
し
さ
を
絵
画
の
そ
れ
に
喩

え
た
も
の
。
「
宝
轟
」
は
天
子
の
車
に
立
て
る
旗
。

第
七
句
、
何
か
基
づ
く
所
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

晴
瀾
独
自
の
発
想
と
考
え
た
。

第
八
句

「
茂
陵
」
は
、
漢

・
武
帝
の
陵
墓
。
漢
詩
に
は
し
ば
し

ば
詠
ま
れ
、
李
賀
に
も
用
例
が
三

つ
あ
る
が
、
「
金
銅
仙
人
辞
漢

歌

」
に

「茂
陵
劉
君
秋
風
客
、
夜
聞
馬
噺
暁
無
跡
」
(茂
陵
の
劉

君
秋
風
の
客
、
夜
馬
の
噺
く
を
聞
く
も
暁
に
は
跡
無
し
)
と
あ
る

の
は
印
象
的
で
あ
る
。
「
茂
陵
」
と

「
脂
粉
」
の
つ
な
が
り
は
今

一
つ
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
今
、
大
意
に
あ
る
よ
う
に
考
え
て
み

た
。

濁
艘
蝦

天
驚
石
破
雨
濠
濠

六
尺
山
河
三
寸
窮

魂
醜
青
迷
燐
牝
牡

濁
験
碧
沁
肉
雌
雄

空
寵
鬼
舐
瓦
饅
土

天
驚
き

石
破
れ

雨
濠
濠

六
尺
の
山
河

三
寸
窮
ま
る

魂
魂

青
は
迷
ふ

燐
牝
牡

濁
饅

碧
は
沁
む

肉
雌
雄

空
寵

鬼
は
舐
む

瓦
饅
土

乱
艸
蛍
暗
紙
旛
風

乱
艸

蛍
は
暗

く

紙
席
風

従
籔
而
来
従
籔
去

籔
よ
り
来
り

籔
よ
り
去
る

千
年
辛
苦
可
憐
虫

千
年

辛
苦
す

可
憐
虫

(か
つ
て
女
蝸
が
塞
い
だ
天
が
再

び
破
れ
、
雨
が
降
り

し
き
る
。
六
尺
の
肉
体
は
滅
び
、
命
は
尽
き
る
。
男
も
、

女
も
、
魂
魂
は
青
い
燐
火
に
な

っ
て
さ
ま
よ
い
、
燭
骸

に
こ
び
り

つ
い
た
肉
は
、
碧
色
に
変
色
し
て
い
る
。
人

気
の
な

い
寺
の
墓
地
で
は
、
鬼
が
墓
を
暴
き
、
棺
桶
を

開
け
て
、
屍
を
舐
め
て
い
る
。
乱
雑
に
生
え
た
草
の
中

で
、
蛍
の
光
は
暗

い
て
い
る
よ
う

に
潤
ん
で
お
り
、
紙

旅
は
風
に
靡
い
て
い
る
。
あ
わ
れ
死
者

の
亡
魂
は
、
濁

艘
の
穴
か
ら
出
入
り
し
て
、
い

つ
ま
で
も
こ
の
世
に
さ

ま
よ
い
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
)

第

一
句
は
、
李
賀

「
李
慧
笙
篠
引
」
の

「
女
蝸
煉
石
補
天
功
、

石
破
天
驚
逗
秋
雨
」
(
女
蝸
煉
石
補
天

の
功

、
石
破
れ
天
驚
き
て

秋
雨
逗
す
)
に
拠

っ
て
い
る
。

第
二
句
の

「
六
尺
山
河
」

の
出
典
は
未

詳
で
あ
る
が
、
『
晴
瀾

焚
詩
』

の
付
録

『
李
太
白
先
生
伝
』
中
に
、

然
り
と
雛
も
、
太
白
の
太
白
た
る
所
以

の
者
は
、
其
の
二
本

領
の
孤
行
別
現
す
る
際
に
非
ず
し
て
、
寧
ろ
二
本
領
の
相
ひ

触
着
し
、
相
ひ
激
属
し
、
(中
略
)
極
熱
極
冷
の
二
物
を
包

括
し
て
渠
れ
が
⊥ハ
尺
の
山
河
に
乱
戦
せ
し
む
る
の
瞬
間
に
在

り
て
存
す
る
な
り
、
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太
白

一
生
、
渠
れ
が
六
尺
の
山
河
は
殆
ど
二
物
の
決
戦
場
に

充
て
、
綾
に
酒
鼓
詩
鐘
を
連
打
し
て
六
十
の
連
衡
を
保
ち
来

り
し
と
雛
も
、
今
や
人
間
は
人
間
の
打
算
を
以
て
逼
り
、
天

上
は
天
上

の
仙
籍
を
以
て
之
を
招
く
、
(李
白

の
死
に
つ
い

て
述
べ
た
箇
所
、
筆
者
注
)

と

い
う

晴

瀾

自

身

の

用

例

が

あ

り

、

人

の
身

体

を
指

す

語

で
あ

る

と

分

か

る

。

ま

た

、

「
三

寸

窮

」

の

「
三
寸

」

は

、

「
三

寸

気

」

の

こ
と

と

思

わ

れ

る

。

「
三

寸

気

」

は

、

唐

・
呂

巌

「
七

言

」

に

「
解

接

往

年

三

寸

気

、

還

将

運

動

}
周

天

」

(
解

く

往

年

三

寸

の

気

を

接

き

、

還

た

将

に

一
周

天

を

運

動

せ

ん
と

す

)

と

見

え

る

語

で

、

人

の
生

気

、

命

を

指

す

。

第
三
句
の
青
い
燐
火
は
、
李
賀
の
詩
に
も
し
ば
し
ば
見
え
る
イ

メ
ー
ジ
。
例
え
ば
、
「
蘇
小
小
墓
」
に

「
冷
翠
燭
、
労
光
彩
」
(翠

燭

冷
や
や
か
に
、
光
彩
を
労
す
)
と
あ
り
、
「
南
山
田
中
行
」
に

「
石
脈
水
流
泉
滴
沙
、
鬼
灯
如
漆
照
松
花
」
(石
脈
水
流
れ
て
泉

沙

に
滴
る
、
鬼
灯
漆
の
ご
と
く
松
花
を
照
ら
す
)
と
あ
る
。

第
四
句
は

『
荘
子
』
「
外
物
篇
」
に

「
蓑
弘
死
干
蜀
、
蔵
其
血

三
年
而
化
為
碧
」
(蔑
弘
蜀
に
死
し
、
其
血
を
蔵
す
る
こ
と
三
年

に

し
て
化
し
て
碧
と
為
る
)
と
あ
る
故
事
を
踏
ま
え
て
の
表
現
。

李
賀

「
秋
来
」
に
も

「秋
墳
鬼
唱
飽
家
詩
、
恨
血
干
年
土
中
碧
」

(
秋
墳
鬼
は
唱
ふ
飽
家
の
詩
、
恨
血
千
年
土
中
に
碧
な
り
)
と
同

趣

の
表
現
が
あ
り
、
直
接
に
は
こ
れ
に
拠
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
五
句

「
瓦
饅
土
」
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
不
明
の
語
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
瓦
棺
と
土
饅
頭
を
指
す
も
の
と
解
し
た
。
も
と
よ

り
晴
瀾
の
造
語
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
晴
瀾

「
仏
前
飲
酒
浩
然
有

得
。
次
張
船
山
韻
」
四
首
の
第
二
首
に

「
土
饅
頭
外
燭
腰
堆
」
の

句
が
あ
る
。

第
六
句

「蛍
暗
」
は
、
李
賀

「
還
自
会
稽
歌
」

の

「
野
粉
椒
壁

黄
、
湿
蛍
満
梁
殿
」
(野
粉
椒
壁
黄
な
り
、
湿
蛍
梁
殿
に
満

つ
)

や
、
同

「
感
謁
」
五
首

・
第
三
首
の

「
漆
炬
迎
新
人
、
幽
墳
蛍
擾

擾
」
(漆
炬
新
人
を
迎

へ
、
幽
墳
蛍
擾
擾
)
と
い

っ
た
蛍
の
イ
メ

ー
ジ
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。
「
紙
旛
」
は
よ
く
分
か
ら
な
い
語

で
あ
る
が
、
あ
る
い
は

こ
れ
も
、
同

「
神
絃
」
の

「
海
神
山
鬼
来

座
中
、
紙
銭
窓
窒
鳴
騰
風
」
(海
神
山
鬼
座
中
に
来
る
、
紙
銭
窓

翠
威
風
に
鳴
る
)
に
見
え
る

「
紙
銭
」
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。第

八
句

「
可
憐
虫
」
は
、
『
楽
府
詩
集
』
巻

二
十
五

「
企
喩
歌

辞
」
に

「
男
児
可
憐
虫
、
出
門
懐
死
憂
」

(男
児
可
憐
虫
、
門
を

出
で
て
死
憂
を
懐
く
)
と
見
え
る
語
。
憐
れ
む

べ
き
者
、

の
意
。

「
妖
怪
体
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
恐
ろ
し
げ
な
、
あ
る
い
は

残
虐
な
世
界
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
「
七
怪
勝
詩
」

の
他
の
四

首
も
同
趣
の
作
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
詩
で
特
徴
的
な
の
は
、
注
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う

に
、
李
賀
詩
の
語
句
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
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そ
の
こ
と
は
、
こ
の
種
の
詩
と
し
て
自
然
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
「
神
絃
」
(「
夜
笑
門
」
第
八
句
)
、
「李
懸
笙
筏
引
」
(
「
燭

屡
賊
」
第

}
句
)
と
い

っ
た
典
拠
の
利
用
は
、
李
賀
詩
の
怪
奇
性

・
幻
想
性

が
生
か
さ
れ
た
例
と
言
え
る
。
「
燭
骸
籔
」
第
三
句
や

第
六
句
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
語
の
使
用
で
は
な
い
が
、
李
賀
詩

と
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
こ
に

挙
げ
な
か

っ
た
他
の
四
首
に
お
い
て
も
、
「
百
霊
殿
」
の
第
七
、

八
句

「
明
月
不
来
山
魅
食
、
濁
艘
戦
栗
泣
空
壇
」
(
明
月
来
ら
ず

山
魅
食
ら
ふ
、
濁
髄
戦
栗
空
壇
に
泣
く
)
が
、
「神
絃
」
の

「
呼

星
召
鬼
款
杯
盤
、
山
魅
食
時
人
森
寒
」
(星
を
呼
び
鬼
を
召
し
て

杯
盤
を
敵
け
し
む
、
山
魅
食
ら
ふ
時
人
森
寒
)
に
拠
る
例
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
晴
瀾
が
用
い
て
い
る
李
賀
の
詩
は
、
所
謂

〈
李
長
吉

体

〉
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
怪
奇
性

・
幻
想
性
に
富
ん
だ
も
の
ば
か

り

で
は
な
い
。
「
美
人
森
」
の

「
金
焼

」
「
薗
花
」
は
語
句
だ
け

を

用
い
た
も
の
で
、
典
拠
と
な
る
詩

の
世
界
と
は
切
り
離
さ
れ
て

い
る
。
「
夜
笑
門
」
第

二
句

の
典
拠

で
あ
る

「
秦
王
飲
酒
」
の
句

は
、
秦
王
に
よ

っ
て
中
国
が
統

一
さ
れ
、
世
が
平
ら
か
に
な

っ
た

こ
と
を
言
う
が
、
晴
瀾
が
そ
の
よ
う
な
意
味
で
こ
れ
を
用
い
て
い

な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
夜
笑
門
」
第
四
句
に
つ
い
て
も

同
様

の
こ
と
が
言
え
る
。
「
章
和
二
年
中
」
の
句
は
、
北
斗
七
星

を
貫
く
縄
が
切
れ
て
ば
ら
ば
ら
と
な
り
、
嬬
蛾
が
死
ん
で
し
ま
う

程

の
長
い
時
間
を
表
す
が
、
晴
瀾
は
そ
の
う
ち

〈
嬬
峨
の
死
〉
と

い
う

}
点
に
注
目
し
、
更
に
そ
こ
か
ら

〈鬼

が
嬬
蛾
を
奪

い
去
る
〉

と
い
う
独
自

の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
る
。
「
百
霊
殿
」
第

一
句

「
洪
崖
吹
下
死
声
寒
」
(洪
崖
吹
き
下
す
死
声
の
寒
な
る
を
)

も
、
「
栄
華
楽
」
で
、
遊
猟
の
際
演
奏
さ
れ

る
音
楽
を
形
容
す
る

句

「
洪
崖
篇
声
邊
天
来
」
(洪
崖
の
篇
声
天
を
遙
り
て
来
る
)
に

拠
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
全
く
違

っ
た
文
脈
に
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
、
勝
景
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
実
景
を
詠
ま
ず
、

「七
怪
勝
」
か
ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
こ
と
に
終
始
し
て
い
る

の
が
、
特
異
な
点

で
あ
る
。
し
か
も
、
晴
瀾

の
描
き
出
す
世
界
は
、

李
賀
詩
の
中
に
も
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
殊
に

「
美

人
轟
」
の
世
界
、
す
な
わ
ち
寵
を
失

い
宮
中

を
逐
わ
れ
て
、
后
や

宮
女
た
ち
を
呪
う
女
が
夜
な
夜
な
獣
ど
も
と

宴
を
催
す
と

い
う
こ

の
世
界
は
、
泉
鏡
花
を
思
わ
せ
る
、
新
鮮
で
魅
力
的
な
も
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
「
七
怪
勝
」
を

選
ん
だ
の
は
青
厘
で

あ
る
か
ら
、
「
七
怪
勝
詩
」
の
着
想
の
全
て
を
晴
瀾
に
帰
す
る
訳

に
は
ゆ
か
な

い
が
、
表
現
の
多
く
を
李
賀
詩

に
拠
り
な
が
ら
、
李

賀
詩
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
と

は
違

っ
た
世
界
を
描

き
出
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

つ
ま

り
、

晴

瀾

は

、

李

賀

の
詩

を

広

く

か

つ
自

由

に

活

用

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

自

分

独

自

の
世

界

・
イ

メ

ー

ジ

を

創

造

し

、

表

現

し

た

の

で
あ

る

。

も

っ
と

も

、
晴

瀾

の
場

合

、

自

己

の
世

界

を

描

く

こ

と

に

夢

中

に

な

る

余

り

、

独

り

よ

が

り

に

陥

り

、

晦

渋

で
難

解

な

、

場

合

に
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よ

っ
て
は
意
味
不
明
の
詩
句
を
作
り
出
し
て
し
ま

っ
て
も
い
る
。

本
稿
に
お
け
る
解
釈
も
、
試
解
の
域
を
出
な
い
部
分
が
少
な
く
な

い
。
「
燭
骸
籔
」
第
五
句

の

「
瓦
饅
土
」
等
は
そ
の
良
い
例
で
あ

る
。
青
圧
も
、
「
已
に
解
す
べ
く
ん
ば
、
妖
体
に
非
ざ
る
な
り
。

蓋

し
作
者
自
ら
解
す
る
能
は
ず
。
焉
ぞ
労
人
之
を
解
す
る
の
理
有

ら

ん
や
。
」
(「
黙
水
村
荘
七
怪
勝
詩
」
評
、
原
漢
文
)
と

(
ど
こ

ま

で
本
気
な
の
か
分
か
ら
な
い
が
)
匙
を
投
げ
て
見
せ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
や
は
り
、
晴
瀾
の
詩
は
、
怪
奇
的
な
世
界
の
造
型

に
は
成
功
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
さ
れ
ば
こ
そ

同
時
代
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

無
論
、
「
黙
水
村
荘
七
怪
勝
詩
」
だ
け
が
、
晴
瀾
の

〈妖
怪
体
〉

の
例
で
は
な
い
。
同
作
が
例
外
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
た

め
に
も
、
更
に
二
首

の
詩
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

贈
露
伴

人
間
堪
実
又
堪
歌

満
腹
文
章
奈
我
何

葬
葬
風
雲
児
女
合

荘
荘
天
地
閾
骸
摩

色
中
餓
鬼
双
飛
蝶

酒
裏
狂
仙
百
丈
魔

日
月
灰
飛
蝸
石
裂

人
閤

突
す
る
に
堪

へ
た
り

又
歌
ふ
に
堪

へ
た
り

満
腹
の
文
章

我
を
奈
何
せ
ん

芥
葬
た
る
風
雲

児
女
合
し

荘
荘
た
る
天
地

燭
葭
摩
す

色
中
の
餓
鬼

双
飛
蝶

酒
裏

の
狂
仙

百
丈
魔

日
月
灰
飛
し

蝸
石
裂
け

死
前

】
夜
笑
声
多

死
前

一
夜

笑
声
多
し

(
こ
の
世
は
悲
し
む
ぺ
き
こ
と
、
そ
し
て
歌
う

べ
き
こ

と
に
満
ち
て
い
る
。
今
、
詩

へ
の
情
熱
を
胸

一
杯
に
持

っ
た
自
分
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
先
の
見
え
な
い
、

混
乱
し
た
時
勢
に
、
若
い
男
女
は
惚
れ
た
は
れ
た
に
う

つ
つ
を
抜
か
す
。
そ
の
間
に
も
、
傷
付
き
倒
れ
た
人
々

の
閾
髄
は
積
み
重
な

っ
て
、
摩
滅

し
て
行
く
。
仲
良
く

舞
う
つ
が
い
の
蝶
は
、
色
に
溺
れ
る
餓
鬼

の
如
き
も
の
。

酒
に
酔

っ
て
狂

っ
た
仙
人
を
気
取

っ
て
も
、
所
詮
は
心

中
の
魔
を
飼
い
太
ら
せ
る
ば
か
り

。
日
も
月
も
燃
え
尽

き
灰
と
な

っ
て
飛
び
去
り
、
女
蝸

が
天
を
補

っ
た
石
も

破
れ
て
し
ま
う
。
世
界
が
死
滅
し
よ
う
か
と
い
う
こ
の

夜
、
そ
の
こ
と
に
気
付
き
も
し
な

い
人
々
の
笑

い
声
が

聞
こ
え
る
。
)

明
治
二
十
三
年
四
月
十
五
日
付

『
毎
日
新
聞
』
「
漁
海
拾
珠
」

欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
二
首
の
う
ち
の
第

一
首

。

「
贈
露
伴
」
二
首
は
、
当
時
売
り
出
し
中

の
幸
田
露
伴
を
批
判

し
た
も
の
。
文
学
極
衰
論
争
や

『
浮
城
物
語
』
論
争
の
起

こ
っ
て

い
た
時
期
で
も
あ
り
、
興
味
深
い
が
、

こ
こ
で
は
晴
瀾
の
批
判
そ

の
も
の
に
は
深
入
り
し
な
い
。
た
だ
、
第

二
首
も
考
え
合
わ
せ
る

と
、
晴
瀾
は
硯
友
社
の
人
情
小
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
男
女

間
の
恋
情

・
痴
情

に
の
み
焦
点
を
当
て
た
小
説
に
批
判
的

で
あ

り
、
露
伴
を
も
そ
の

一
派
な
い
し
は
亜
流
と
見
倣
し
て
い
た
よ
う
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牛鬼蛇神の詩(福 井)

で
あ
る
(も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
今
日

一
般
の
露
伴
理
解
と
は
異
な
り
、

当
時
と
し
て
も
、
や
や
特
殊
な
見
解
で
あ

っ
た
ろ
う
)。

こ
こ
に
挙
げ
た
第

「
首
も
、
激
動
す
る
時
局
を
よ
そ
に
、
恋
愛

に
う

つ
つ
を
抜
か
す
よ
う
な
人
々

へ
の
風
刺
で
あ
ろ
う
。

第

六

句

「
百

丈

魔

」

は

「
仏
高

一
尺

、

魔

高

一
丈

」

「
道

高

一

尺
、

魔

高

一
丈

」

と

い

っ
た
語

に
拠

る
と

思
わ

れ

る

。

こ
れ

ら

の

語

に

は
次

の
よ

う

な

用

例

が

あ

る
。

「
仏

高

一
尺

、

魔

高

}
丈

。
昔

人

此

言

、

只

要

人
知

有

仏

即

有
魔

、

如

形

之

有

影

、

声

之

有

響

、

必

然

不

相

離

者

。
」

(
仏

高

き

こ
と

一
尺
な

れ

ば

、

魔

高

き

こ
と

一
丈

。

昔

人

の

此

の
言

、

只
人

、

仏

有

ら

ば

即

ち

魔

有

る
は

、

形

の
影

有

り

、

声

の
響

有

る
が

ご

と
く

、

必

然

相

離

れ

ざ

る
者

な

る

を

知

ら

ん

こ
と

を

要

す

る

の

み

。
)

〈
明

・
李

蟄

「
与

梅

衡

湘

書

」
〉

「
道

高

一
尺

、

魔

高

一
丈

。

冤

業

随

身

、

終

須

還

賑

。
」

(
道

高

き

こ
と

一
尺

な

れ

ば

、

魔

高

き

こ
と

}
丈

。

冤

業

身

に

随

ひ
、

終

に

須

ら

く

賑

を

還

す

べ
し

。
)

〈
『
初

刻

拍

案

驚

奇

』
巻

三
十

六

〉

「
魔

高

一
丈

」

は

、

仏

道

が

進

む

に

伴

な

っ
て
、

そ

れ

以

上

に

強

ま

っ
て

く

る

邪

心

・
誘

惑

を

指

す

。
「
百

丈

魔

」

も

、

心

の
中

の

魔

的

な

も

の
が

極

め

て

強

大

に

な

っ
て

い

る
状

態

を

言

う

の

で

あ

ろ

う

。
第
七
句

「
蝸
石
裂
」
、
第
八
句

「
笑
声
」
は
李
賀
の
詩

(前
者

は

「
李
葱
笙
筏
引
」
、
後
者
は

「
神
絃
曲

」
。
共

に
既
出
)
に
拠

る
語
。

こ
の
二
句
や
第
四
句
に
晴
瀾
ら
し
い
不
気
味
な
世
界
が
現

れ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
、
そ
れ
が
晴
瀾
の
時
代
認
識
の
表
現
と

な

っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
辺
り
に

〈妖
怪
体
〉
が

生
ま
れ
る
必
然
性
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

中
夜
驚
起
、
有
鬼
逼
我
疾
書
。
寄

横
山
黄
木

・
宇
田
漁

漠

・
太
田
天
耕
三
詩
壇
、
遥
徴

其
和
。

(中
夜
驚
起
す

れ
ば
、
鬼
の
我
に
疾
書
を
逼
る
有

り
。
横
山
黄
木

・
宇

田
漁
漠

・
太
田
天
耕
三
詩
壇
に
寄

せ
、
遥
か
に
其
和
を

徴
す
。
)

夜
半
空
梁
鬼
囎
行

星
灯
忽
放
十
蓮
明

酒
中
夢
緑
南
山
動

灰
底
涙
拠
東
海
傾

霞
震
鞭
轟
雲
破
裂

楼
台
月
送
血
縦
横

人
閤
満
地
顔
無
色

一
骨
天
門
翻
笑
声

(
真

夜

中

、

一 人 楼 震 灰 酒 星 夜

骨 間 台 震 底 中 灯 半

 

梁
の
土
を
鬼
が
囑
き
な
が
ら
通
る
。

か
り
は
忽
ち
強
い
光
を
放

つ
。

を
夢
見
る
が
、
山
は
し
き
り
に
動
揺
し
て
お
り
、

の
中
に
流
す
涙
は
、
東
海
を
傾
け
尽
く
す
程
、

空
梁

鬼
囎
き
行
く

忽
ち
放

つ

十
蓮
明

夢
緑
に

し
て

南
山
動
き

涙
を
拠
ち
て

東
海
を
傾
く

鞭
轟
き

て

雲
破
裂
し

月
送
り
て

血
縦
横

満
地

顔
色
無
く

天
門

笑
声
翻
る

星
明

酔

い
臥
し
て
緑
の
南
山

劫
灰

い

つ
ま
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で
も
止
ま
ら
ぬ
。
雷
車
の
鞭
は
轟
き
、
雲
は
裂
け
る
。

楼
台
の
上
に
掛
か
る
月
か
ら
は
、
血
が
縦
横
に
送
り
出

る
。
世
の
人
々
は
ど
の
顔
も
青
ざ
め
て
い
る
。
天
門
辺

り
で
は
骸
骨
が

一
人
笑
い
声
を
上
げ
る
。
)

明

治

二
十

四
年

二

月
十

「
日

付

『
毎

日
新

聞

』

「
漁

海

拾

珠

」

欄

に

掲

載

。

二
首

の

う

ち

の
第

一
首

。

詩
題
に
見
え
る
宇
田
槍
漠
は
高
知
出
身
の
詩
人
。
横
山
黄
木
は
、

あ
る
い
は
横
山
黄
樹
と
同

一
人
物
か
。
黄
樹
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

や

は
り
高
知
の
詩
人
。
槍
漠
も
黄
樹
も

『晴
瀾
焚
詩
』
に
何
度
か

そ

の
名
が
見
え
る
。
太
田
天
耕
に
つ
い
て
は
未
詳
。
前
二
者
と
同

じ
く
高
知
の
詩
人
で
あ
ろ
う
か
。

詩
題
中
の

「疾
書
」
は
、
李
商
隠
が
李
賀
の
詩
作
の
様
子
に
つ

い
て
述

ぺ
た
、
「
苦
吟
疾
書
」
の
語

(
「
李
賀
小
伝
」
)
に
拠
る
。

第
二
句

「
星
灯
」
は
普
通
美
し
く
飾
ら
れ
た
灯
を
指
す
が
、
こ

こ

で
は
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
「
十
蓮
明
」
と
共
に
分
か
ら
な

い

語

で
あ
る
が
、
大
意
の
よ
う
に
解
し
た
。

第
三
句
は
李
賀

「
江
南
弄
」
の

「鰻
魚
千
頭
酒
百
斜
、
酒
中
倒

臥
南
山
緑
」
(
触
魚
千
頭
酒
百
斜
、
酒
中
倒
臥
す
れ
ば
南
山
緑
な

り
)
に
拠
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
違

っ
た
も
の
に
変
容
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
句

「
灰
底
」
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は

っ
き
り
し
な

い
が
、
こ
こ
で
は
前
後
の
破
滅
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
劫

灰

の
意
に
解
し
た
。
「
涙
掘
東
海
傾
」
は
劉
禺
錫

「
懐
妓
」
四
首

の
第
四
首

「
莫
怪
詩
成
無
涙
滴
、
尽
傾
東
海
也
須
乾
」
(怪
し
む

莫
か
れ
詩
成
り
て
涙
滴
る
無
き
を
、
尽
く
東

海
を
傾
く
れ
ば
也
た

須
ら
く
乾
く
べ
し
)
に
拠
る
。

第

八
句

「
一
骨

」
は

杜

甫

「
沙

苑

行

」
に

「
騙

騙

一
骨

独

当

御

」

(
騎

驕

「
骨
独

り

御

に

当

た

る

)

と

用

例

が

あ

る

。

こ

の

例

ぱ

、

天

子

の
馬

た

る

に

ふ

さ

わ

し

い
骨

相

、
と

い

っ
た

意

で

あ

ろ

う

が

、

晴

瀾

は

文

字

通

り

、

{
つ
の

骨

・
骸

骨

の

つ
も

り

で

用

い

て

い

る

の

で
は

な

い
か

。

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
詩
風
か
ら
、
晴
瀾

は
、
李
賀
に
な
ぞ
ら

え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

例
え
ば
、
『
晴
瀾
焚
詩
』
に
寄
せ
ら
れ
た
春
畝
山
人
、
す
な
わ

ち
伊
藤
博
文
の
題
字
は

「
石
破
天
驚
」
の
四
字

で
あ
る
。
こ
れ
が

李
賀

「
李
慧
笙
筏
引
」
に
拠
る
語
で
あ
り
、
晴
瀾
も
好
ん
で
用
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。

ま
た
、
野
口
寧
斎
は
、
『
早
稲
田
文
学

』
(
明
治

二
十
四
年
十

二
月
十
五
日
)
に
掲
載
さ
れ
た

「
詩
話
」
の
中
で
、
無
孔
笛
老
禅

(松
村
琴
荘
)
の
論
詩
絶
句
が
、

振
起
家
声

一
壮
哉

家
声
を
振
ひ
起

こ
し
て

一
に
壮
な
る
か
な
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牛鬼蛇神の詩(福 井)

錦
嚢
無
句
不
境
塊

錦
嚢

句
と
し
て

環
塊
な
ら
ざ
る
は
無
し

匹
如
太
白
生
長
吉

匹
如
す

太
白
の
長
吉
を
生
む
に

父
是
仙
才
子
鬼
才

父
は
是
れ
仙
才

子
は
鬼
才

と
、
寧
斎
を
李
賀
に
見
立
て
た
の
を
、

(前
略
)
是
た
ゴ
太
白
長
吉
斉
く
李
姓
な
る
よ
り
、
宋
景
文

の
語
を
思
ひ
合
せ
、
比
較
的
に
小
生
親
子
を
月
旦
し
た
る
の

洒
落
に
過
き
不
申
、

と
、
打
消
し
た
上
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

早
い
話
が
、
地
下
の
李
賀
引
出
し
て
、
似
る
の
似
ぬ
の
と
水

掛
け
論
致
す
ま
で
も
無
く
、
小
生
と
宮
崎
晴
瀾
氏
と
を
見
く

射
ぶ
れ
ば
、
鬼
才
の
月
桂
冠
は
無
論
小
生
の
博
し
得
る
所
に

無
之
と
明
ら
め
居
り
候
折
柄
、
足
か
け
三
年
以
前
の
評
判
、

噂
高
き
よ
し
承
り
候
て
、
世
は
種
々
の
物
に
や
と
今
更
の
よ

ふ
に
大
悟
仕
り
候
、

こ
こ
で
も
晴
瀾
と
李
賀
の
類
似
が
語
ら
れ
て
い
る
。

更
に
顕
著
な
例
は
、
『
晴
瀾
焚
詩
』
に
寄
せ
ら
れ
た
本
田
種
竹

の
題
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
語
句
の
多

く
が
、
李
賀
の
詩
句
や
、
李
賀
の
詩
に
つ
い
て
の
諸
家
の
評
を
典

拠

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
長
い
詩
で
あ
る
が
、
全
部
を
引
用

・

検

討
す
る
こ
と
に
す
る
。
便
宜
上
四
段
に
分
け
、
各
句
に
番
号
を

付

す
。

1
南
海
漁
郎
年
二
十

2
意
気
曾
提
玉
龍
立

3
払
尽
珊
瑚
千
朶
紅

4
鮫
人
泣
珠
泳
納
湿

5
平
生
不
作
油
銃
詞

6
元
精
盤
碕
胸
中
奇

7
鏡
深
繹
隠
造
化
窟

8
精
驚
八
極
天
不
知

9
文
章
鍾
公
執
手
日

10
東
京
才
子
欲
焚
筆

11
鬼
語
寧
比
幽
独
君

12
仙
才
直
駕
李
長
吉

13
辞
材
奇
奥
追
楚
騒

4
竹
墳
石
鼓
将
争
高

115
白
俗
元
軽
非
匹
等

16
郊
寒
島
痩
同
児
曹

17
入
神
出
化
探
霊
異

南
海
の
漁
郎

年
二
十

意
気

曾
て
玉
龍
を
提
げ
て
立

つ

払
ひ
尽
く
す

珊
瑚

千
朶
の
紅

鮫
人
の
泣
珠

泳
紛
湿
ふ

平
生

油
鋏

の
詞
を
作
さ
ず

元
精

盤
硝

胸
中
奇
な
り

深
を
鏡
ら
し

隠
を
繹
ぬ造

化
の
窟

精

八
極
を
驚
か
し

天
知
ら
ず

文
章
の
鍾
公

手
を
執
る
の
日

東
京
の
才
子

筆
を
焚
か
ん
と
欲
す

鬼
語

寧
く
ん
ぞ
比
せ
ん
や幽

独
君

仙
才

直
ち
に
駕
ぐ

李
長
吉

辞
材

奇
奥

楚
騒
を
追
ひ

竹
墳

石
鼓

将
に
高
き
を
争
は
ん
と
す

白
俗

元
軽

匹
等
に
非
ず

郊
寒

島
痩

児
曹
に
同
じ

神
に
入
り

化
を
出
し
て

霊
異
を
探
り
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18
劃
録
心
肝
血
成
字

心
肝
を
劇
録
し
て

血

字
と
為
す

6

は

、

李

賀

「
高

軒

過

」

の
句

、

「
元

精

歌

歌

貫

当

中

」

(
元

精

歌

歌

貫

き

て
中

に
当

た

る

)

に

拠

る

。

9

、

10

も

同

じ

く

「
高

軒

過

」

の

「
入

門

下

馬

気

如

虹

、

云

是

東

京

才

子

、

文

章

鈍

公

」

(
門

に

入

り

馬

を

下

り

て
気

虹

の
ご

と

し

、

云

ふ

是

れ
東

京

の
才

子

、

文

章

の
鉋

公

)

に
拠

る

。

7

、

14

は

明

・
王
思

任

「
李

賀

詩

解

序

」

の
、

其

最

称

筆

硯

知

者

、

鏡

深

繹

隠

之

韓

愈

。

(
其

の
最

も

筆

硯

の
知

と
称

す

る

者

は

、

鏡

深

繹

隠

の

韓
愈
。
)

有
典
設
訓
諾
之
正
、
則
必
有
竹
墳
石
鼓
之
奇
。

(典
謹
訓
諾
の
正
有
れ
ば
、
則
ち
必
ず
竹
墳
石
鼓
の
奇

有

り
。
)

に

そ

れ

ぞ

れ

拠

る
。

18

「
渕

録

」

は

「
渕

鉢

」

が

正

し

く

、

種

竹

の
詩

集

『
懐

古

田

舎

詩

存

』

(
大

正

元

年

)

に

は

こ

の

形

で
収

め

る

。

こ

の
語

は

、

明

・
李

東

陽

『
麓

堂

詩

話

』

の
次

の
箇

所

に
拠

る

。

李
長
吉
詩
、
字
字
句
句
欲
伝
世
、
顧
過
干
劇
鉢
、
無
天
真
自

然
之
趣
。

(
李
長
吉

の
詩
、
字
字
句
句
世
に
伝

へ
ん
と
欲
し
、
顧

劇

鉢

に

過

き

て

、

天

真

自

然

の
趣

無

し

。
)

李

東

陽

は

、

こ

の
語

に

よ

っ
て

、

李

賀

が

字

句

に

凝

り

過

き

る

こ

と
を

批

判

し

て

い

る

の

だ

が

、

種

竹

が

同

じ

語

を

用

い

て

い

る

の

は

、

も

と

よ

り

賛

辞

と

し

て

で
あ

る
。

12

で

「
李

長

吉

」

の
名

を

明

示

し

て

い

る

こ
と

も
確

認

し

て

お

こ
う

。19
荒
国
移
殿
駆
牛
妖

20
瓦
棺
笈
鼎
縛
蛇
魅

21
酒
気
曝
空
繍
閣
開

22
金
声
螂
地
紫
雲
頽

23
鯨
畦
驚
櫛
天
為
裂

24
星
斗
乱
落
驚
三
台

荒
国
の
移
殿

牛
妖
を
駆
り

瓦
棺

籔
鼎

蛇
魅
を
縛
る

酒
気

空
に
嘆
き
て

繍
閣
開
き

金
声

地
に
榔
ち
て

紫
雲
頽
る

鯨
岐
し

驚
榔
し
て

天

為
め
に
裂
く

星
斗

乱
れ
落
ち
て三

台
を
驚
か
す

19

、
20

、
23

、
は

い
ず

れ

も

唐

・
杜

牧

「
李

賀

集

序

」

に

拠

る

。

皇
諸
孫
賀
、
字
長
吉
、
元
和
中
、
韓
吏

部
亦
頗
道
其
歌
詩
。

雲
姻
綿
聯
、
不
足
為
其
態
也
。
水
之
沼

遣
、
不
足
為
其
情
也
。

春
之
霊
器
、
不
足
為
其
和
也
。
秋
之
明
潔
、
不
足
為
其
格
也
。

風
橋
陣
馬
、
不
足
為
其
勇
也
。
瓦
棺
築

鼎
、
不
足
為
其
古
也
。

時
花
美
女
、
不
足
為
其
色
也
。
荒
国
移

殿
、
梗
葬
邸
墾
、
不

足
為
其
恨
怨
悲
愁
也
。
鯨
味
賛
撫
、
牛

鬼
蛇
神
、
不
足
為
其

虚
荒
誕
幻
也
。
蓋
騒
之
苗
商
、
理
雛
不
及
、
辞
或
過
之
。

(皇
諸
孫
賀
、
字
長
吉
、
元
和
中

、
韓
吏
部
亦
頗
る
其

歌
詩
を
道
ふ
。
雲
姻
の
綿
聯
た
る
も
、
其
態
を
為
す
に
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足
ら
ざ
る
な
り
。
水
の
邉
這
た
る
も
、
其
情
を
為
す
に

足
ら
ざ
る
な
り
。
春
の
盛
盤
た
る
も
、
其
和
を
為
す
に

足
ら
ざ
る
な
り
。
秋
の
明
潔
た
る
も
、
其
格
を
為
す
に

足
ら
ざ
る
な
り
。
風
摘
陣
馬
も
、
其
勇
を
為
す
に
足
ら

ざ
る
な
り
。
瓦
棺
笈
鼎
も
、
其
古
を
為
す
に
足
ら
ざ
る

な
り
。
時
花
美
女
も
、
其
色
を
為
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

荒
国
の
移
殿
、
梗
葬

の
邸
聾
も
、
其
恨
怨
悲
愁
を
為
す

に
足
ら
ざ
る
な
り
。
鯨
怯
薫
撫
、
牛
鬼
蛇
神
も
、
其
虚

荒
誕
幻
を
為
す
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
蓋
し
騒
の
苗
喬
に

し
て
、
理
及
ば
ず
と
錐
も
、
辞
或

い
は
之
に
過
き
ん
。
)

こ

の

箇

所

は

、

李

賀

を

評

す

る
際

に

は

必

ず

引

か

れ

る
と

言

っ
て

よ

い
程

に

有

名

で

あ

る

。

し

か

も

、

「
鯨

晧

薫

榔

、

牛

鬼

蛇

神

」

の
部

分

が

特

に

取

り

上

げ

ら

れ

、
李

賀

の
怪

奇

性

・
幻

想

性

が

強

調

さ

れ

る

こ
と

が
多

い
。

種

竹

の
場

合

も

例

外

で
は

な

い

。

}
段

目

、

11
、

13

で

、

屈

原

や

『
楚

辞

』

を
持

ち

出

し

て

い

る

の

も

、

「
蓋

し

騒

の
苗

喬

に

し

て
」

と

い

う
杜

牧

の
評

に

拠

る
も

の

で

あ

る

。21
、
22
は
王
思
任

「李
賀
詩
解
序
」
中
、
李
賀
の
詩
風
を
形
容

し
た

「
嘆
空
繍
閣
、
榔
地
絶
塵
」

(空
に
嘆
け
ば
繍
閣
、
地
に
榔

て
ば
絶
塵
)
と

い
う
表
現
に
拠
る
。

25
此
時
王
侯
復
何
有

此
の
時

王
侯

復
た
何
か
有
ら
ん

26
被
髪
狂
呼
撃
土
缶

27
酒
酷
以
往
興
淋
滴

28

一
喝
生
風
月
倒
走

29
豊
無
緑
章
奏
漢
宮

30
猶
有
金
仙
怨
秋
風

31
謡
曲
桜
桃
按
楽
府

32
隠
語
芙
蓉
賦
悩
公

33
長
歌
短
歌
九
干
句

34
発
秘
恐
有
老
天
炉

35
百
年
洪
鐘
鋳
性
霊

36

一
時
人
物
等
泥
塑

37
繍
糸
応
継
平
原
君

38
詩
艸
今
無
投
洞
人

39
安
得
重
譜
謡
華
楽

40
唱
偏
三
十
六
宮
春

こ
の
部
分
で
は
、
李
賀
の
詩
句
が
特
に
集

中
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
く
所
を
挙
げ
て
み
る
。

27

、

28

は

「
秦

王

飲

酒

」

の

「
酒

酪

喝

月

使

倒

行

」

(
酒

酪

に

し

て
月

を

喝

し

て
倒

行

せ

し

む

)

に
拠

る

。

29

は

詩

題

「
緑

章

封

事

」

に

拠

る

。

被
髪

狂
呼

土
缶
を
撃

つ

酒
酪
に
し
て

以
往

興
淋
湛

一
喝

風
を
生
じ
て

月
倒
走
す

豊
緑
章
の
漢

宮
に
奏
す
る

無
か
ら
ん
や

猶
ほ
金
仙
の
秋
風
を
怨
む
有
り

謡
曲

桜
桃

楽
府
を
按
じ

隠
語

芙
蓉

悩
公
を
賦
す

長
歌

短
歌

九
千
句

秘
を
発
し
て

恐
ら
く
は

老
天
の
炉
む
有
ら
ん

百
年
の
洪
鍍

性
霊
を
鋳

一
時
の
人
物

泥
塑
に
等
し

繍
糸

応
に
継
ぐ

べ
し

平
原
君

詩
艸

今
無

し

投
瀾
の
人

安
く
ん
ぞ
重
ね
て

瑠
華
楽

を
譜
す
る
を
得
ん
や

唱
は
偏
し

三
十
六
宮
の
春
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30
は
二
章

「
美
人
森
」
の
注
で
挙
げ
た

「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」

に
拠
る
。

31

「
桜

桃

」

は

「
悩

公

」

の

「
注

口
桜

桃

小

、

添

眉

桂

葉

濃

」

(
口
に

注

け

て
桜

桃

小

さ

く

、

眉

に
添

へ
て
桂

葉

濃

や

か

な

り

)

に

拠

る

。

32

「
悩

公

」

は

詩

題

で

あ

り

、

「
隠

語

芙

蓉

」

も

同
詩

中

に

見

え

る
語

。

33

「
長

歌

短

歌

」

も

詩

題

「
長

歌

続

短

歌

」

に

拠

る

。

36

、

37

は

「
浩

歌

」

の

「
買

糸

繍

作

平

原

君

、

有

酒

唯

澆

趙

州

土
」
(糸
を
買
ひ
繍
作
す
平
原
君
、
酒
有
り
て
唯
澆
ぐ
趙
州
の
土
)

に
拠
る
。

39

「
瑠
歌
楽
」
は
詩
題
。

40
は

「
金
銅
仙
人
辞
漢
歌
」
の

「
画
欄
桂
樹
懸
秋
香
、
三
十
六

宮

土
花
碧
」
(
画
欄

の
桂
樹
秋
香
を
懸
け
、
三
十
六
宮
土
花
碧
な

り
)
に
拠
る
。

な
お
、
38
は
李
賀

の
詩
句
で
は
な
く
、
彼
に
ま

つ
わ
る
逸
話
に

拠

る
。
す
な
わ
ち
、
李
藩
が
李
賀
の
詩
集
を
編
も
う
と
し
た
際
、

李
賀

の
母
方
の
従
兄
で
、
詩
人
仲
間
で
も
あ

っ
た
と
言
う
男
が
、

校

正
を
申
し
出
た
。
李
藩
は
原
稿
を
預
け
た
が
、
何
時
ま
で
経

っ

て
も
戻

っ
て
来
な
い
。
怒

っ
て
男
を
問
い
詰
め
た
が
、
男
は
生
前

の
李
賀

の
傲
慢
な
態
度
に
対
す
る
返
報
と
し
て
、
原
稿
を

「溺
中
」

(
便
所
)
に
投
捨
て
て
し
ま

っ
て
い
た
。
(唐

・
張
固

『
幽
閑
鼓

吹
』
)

41
天
生
斯
才
実
難
測

42
元
和
冠
冤
劫
灰
黒

43
於
今
漁
浪
不
我
欺

44
天
地
欠
此
体
不
得

45
才
命
相
妨
豊
其
然

46
不
論
鬼
仙
輸
天
仙

47
知
已
定
有
韓
吏
部

48
題
詞
悦
非
杜
契
川

42

は

、

若

き

日

の

元

慎

が

李

賀

を
訪

れ

た

際

、

れ
ず

、

激

怒

し

た

と

い
う

話

ま
え

よ

う

。

43

、
44

、
46
は

宋

・
厳

羽

『
槍

浪

詩

話

』

の
次

の
箇

所

に

拠

る
。

人
言

、

太

白

仙

才

、

長

吉

鬼

才

。

不

然

、

太

白

天

仙

之

詞

、

長

吉

鬼

仙

之

詞

耳

。

(
人

言

は

く

、

太

白

仙

才

、

長

吉

鬼

才

と

。

然

ら

ず

、

太
自
天
仙
の
詞
、
長
吉
鬼
仙
の
詞
た
る
の
み
。
)

玉
仙
之
怪
、
長
吉
之
塊
誰
、
天
地
間
自
欠
此
体
不
得
。

天

斯
の
才

を
生
む実

に
測
り
難

し

元
和
の
冠
冤

劫
灰
黒
し

今
に
於

い
て

漁
浪

我
を
欺
か
ず

天
地

此
の
体
を欠

く
こ
と
を
得
ず

才
命

相
妨

ぐ

宣
其
然
ら
ん
や

論
ぜ
ず

鬼
仙

天
仙
に
輸
す
と

知

る

已
に
定
め
て

韓
吏
部
有
ら
ん
こ
と
を

題
詞

梶
づ
ら
く
は

杜
焚
川
に
非
ざ
る
を

全
く
相
手
に
さ

(唐

・
康
駐

『
劇
談
録
』
)
等
を
踏
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(
玉
仙
の
怪
、
長
吉
の
塊
詫
、
天
地
間
自
ら
此
体
を
欠

く
こ
と
を
得
ず
。
)

47
、
韓
愈
は
、
李
賀
の
才
能
を
認
め
、
彼
に
進
士
科
受
験
を
勧

め
た
。
更
に
、
父
の
名

・
晋
粛
の
晋
が
進
士

の
進
と
同
音
で
あ
る

と

の
理
由
で
、
そ
の
受
験
が
非
難
さ
れ
た
時
、
「誹
弁
」
を
著
し
、

李
賀
を
弁
護
し
た
。
い
わ
ば
最
大
の
理
解
者

・
庇
護
者
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
伊
藤
あ
た
り
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

48
は
杜
牧
が

「
李
賀
集
序
」
を
書
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
。

以
上
全
四
十
八
句
、
終
始
李
賀
に
関
わ
る
語
を
用
い
て

一
詩
を

作
り
上
げ
た
手
際
は
見
事
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

こ
の
よ
う
に
晴
瀾
を

(あ
る
場
合
に
は
寧
斎
を
)
李
賀

に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
普
通
に
行
わ
れ
、
そ
の
詩
が

〈李
長
吉
体
〉

と

し
て
す
ん
な
り
受
け
止
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
当
時
の
漢
詩
壇

の
、
そ
れ
も
あ
る
程
度
広
い
範
囲
で
、
李
賀
と
そ
の
詩
に
つ
い
て

の
知
識
が
共
有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
は
ず
で
あ

る
。例

え
ば
、
李
賀
に
関
連
す
る
語
を
用
い
る
こ
と
に

つ
い
て
の
種

竹

の
徹
底
ぶ
り
か
ら
は
、
こ
の
詩
の
眼
目
は
、
晴
潤
が
李
賀
に
似

て
い
る
と
か
似
て
い
な
い
と
か
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
う
し
た
語
を
使
用
す
る
こ
と
自
体
に
あ

っ
た
の
だ
と
い
う

印
象
を
受
け
る
。

次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
『
懐
古
田
舎
詩
存
』
に
、
明
治

二
十

七
年
の
作
と
し
て
収
め
る

「夜
同
雨
山
六
谷

話
鬼
怪
戯
賦
六
畳
」

で
あ
る
。
全
七
首

の
う
ち
第
二
、
三
、
七
首

を
挙
げ
て
み
よ
う
。

(
二

)

湿
蛍
凝
冷
焔

古
血
蝕
苔
深

一
口
呉
刀
渋

山
魍
笑
夜
陰

老
墓
食
明
月

黒
雲
頽
不
流

腹
誕
天
上
雨

草
死
九
州
幽

山
鬼
諸
妖
識

王
侯
夢
不
知

黒
夜
索
人
塊

天
破
石
驚
時

湿
蛍

冷
焔
を
凝
ら

し

古
血

苔
を
蝕
む
こ
と
深
し

一
口
呉
刀
渋
る

山
魍

夜
陰
に
笑
う

(三
)老

墓

明
月
を
食
ら
ふ

黒
雲

頽
れ
て
流
れ
ず

胆
挺

天
上
よ
り
雨
ふ
り

草
死
し
て

九
州
幽
な
り

(七
)山

鬼

諸
妖
の
識

王
侯

夢
に
も
知
ら
ず

黒
夜

人
醜
を
索
む

天
破
石
驚

の
時

三

首

い

ず

れ

も

李

賀

詩

中

の
語

が

利

用

さ

れ

て

い

る

。

(
二

)

で

は

「
湿

蛍

」

(
「
還

自

会

稽

歌

」
、

既

出

)
、

「
古

血

」

(
「
長
平
箭
頭
歌
」

の

「
凄
凄
古
血
生
銅

花
」
(
凄
凄
た
る
古
血

銅
花
を
生
ず
)
)
、
「
呉
刀
渋
」
(
「
羅
浮
山
人
与
葛
篇
」
の

「
呉
蛾

莫
道
呉
刀
渋
」
(
呉
蛾
道
ふ
莫
か
れ
呉
刀
渋
る
と
)
)
の
三
語
が
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指

摘

で
き

る
。

(三
)
の

「
頽
不
流
」
は

「
李
憩
笙
篠
引
」
の

「
空
山
凝
雲
頽

不
流
」
(空
山
の
凝
雲
頽
れ
て
流
れ
ず
)
に
拠
る
。
「
醒
挺
」
は
、

孟
郊

「
峡
哀
」
に

「噴
為
腱
雨
誕
」
(噴
き
て
為
す
脛
雨
の
誕
)

と

あ
る
の
を
直
接
の
典
拠
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
李
賀

「
払
舞

歌
辞
」
の

「
邪
鱗
頑
甲
胆
挺
滑
」
(邪
鱗
頑
甲
膿
誕
滑
ら
か
な
り
)

も

踏
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
。

(
七

)

で
は

「
山
鬼

」

(
「
神

絃

」
、
既

出

)
、
「
天

破

石

驚

」

(
「
李

葱

笙

後

引

」
、

既
出

)

の

二
語

が

あ

る
。

詩
の
世
界
を
含
め
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に

〈李
長
吉
体
〉
の
詩

で
あ
る
。
種
竹
に
と

っ
て
も
李
賀
は
、
愛
好
す
る
詩
人
の

}
人
で

は
な
か

っ
た
か
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の

「
夜
同
雨
山
六
谷
話
鬼
怪
戯
賦
⊥ハ
畳
」

に
対
す
る
杉
浦
梅
潭
の
次
韻
詩
が
、
明
治
二
十
七
年
九
月

一
日
付

『
日
本
』
「文
苑
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

第

二
、
五
首
を
挙
げ
る
。

磯
魂
求
食
急

残
黍
捜
之
深

老
柳
乱
干
髪

悲
風
哺
暮
陰

(
二
)磯

魂
残
黍

老
柳

悲
風

(
五
)

食
を
求
む
る
こ
と
急
に

之
を
擾
む
こ
と
深
し

髪
よ
り
乱
れ

暮
陰
に
囎
く

木
魅
作
人
声

木
魅

人
声
を
作
し

睡
甦
奔
醜
径

甦
匙

朧
径
を
奔
る

一
妖
開
口
跳

一
妖

口
を
開
き
て
跳
び

大
喝
制
全
勝

大
喝

全
勝
を
制
す

(
二
)
第

一
句
は

「
長
平
箭
頭
歌
」
の

「
左
魂
右
塊
廟
肌
痩
、

酪
瓶
倒
尽
将
羊
炭
」
(左
魂
右
魂
肌
痩
に
喘

く
、
酪
瓶
倒
し
尽
く

し
て
羊
寅
を
将
ぐ
)
を
踏
ま
え
る
。

(五
)
の
第

一
句
は

「
神
絃
曲
」
(
既
出
)
に
拠

る
。

梅
潭
は
明
治

二
十
⊥ハ
年
十
月
二
十
五
日
付

『
日
本
』
「
文
苑
」

欄
に
も
、
〈
李
長
吉
体
〉
の
七
言
古
詩

「
北

郎
行
」
を
発
表
し
て

い
る
。
墓
地
に
さ
ま
よ
う
亡
霊
を
描
い
た
こ
の
作

の
う
ち
、
李
賀

詩
を
典
拠
と
す
る
語
は
、
最
初
の
四
句
に
集
中
し
て
い
る
。
今
、

そ
の
箇
所
を
挙
げ
る
。

白
灰
吹
冷
焼
銭
紙

白
灰

吹
き
冷
ま
す

焼
銭
紙

北
郎
天
陰
樹
影
紫

北
郎

天
陰
く

樹
影
紫
な
り

深
夜
悲
風
起
山
間

深
夜

悲
風

山
間
に
起
こ
り

木
魅
奔
逃
寒
狐
死

木
魅
奔
逃
し

寒
狐
死
す

第

一
句

「
銭
紙
」
は

「
神
絃
」
(
既
出
)
に
拠
り
、
全
体
と
し

て
は

「
感
謁
」
六
首
の
第
五
首

「
灰
蛯
生

陰
松
」
(
灰
蛙
陰
松
に

生
ず
)
に
基
づ
く
。

第
二
句
は

「
北
中
寒
」
の

「
一
方
黒
照

三
方
紫
」
(
一
方
は
黒

照
ら
し
三
方
は
紫
)
を
踏
ま
え
る
。
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第
四
句

「
木
魅
」
は

「
神
絃
曲
」
の
既
に
挙
げ
た
箇
所
に
拠
り
、

「
寒
狐
死
」
は
同
じ
く

「
神
絃
曲
」
の

「青
狸
実
血
寒
狐
死
」
(青

狸
血
に
昊
き
て
寒
狐
死
す
)
に
拠
る
。

梅
潭
も
李
賀
詩
を
好
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

梅
潭
と
言
え
ば
、
そ
の
親
友

・
依
田
学
海
の
名
が
連
想
さ
れ
る

が
、
『
学
海
日
録
』
(平
成
二
～
五
年
、
岩
波
書
店
)
の
明
治
二

十
六
年
四
月
五
[口
条
に
は
、

琳
珀
閣
の
書
騨
に
至
り
て
、
李
昌
谷
の
集
を
得
た
り

(価
七

十
銭
)
こ
の
集
は
昌
平
校

の
板
に
し
て
、
文
化
元
年
の
刻
な

り
。
近
来
甚
乏
し
。
余
少
年
の
時
、
先
師
の
塾
に
て
見
き
。

序
践
な
し
。
近
年
舶
齎
に
は
注
釈
の
多
き
書
あ
り
、
こ
れ
と

異
り
。
余
、
昌
谷
の
詩
を
好
み
、
久
し
く
こ
の
書
を
求
め
た

り
し
が
、
終
に
こ
れ
を
得
た
り
。
虫
食
い
多
け
れ
ば
自
ら
こ

れ
を
糊
補
す
。

と

あ
る
。
李
昌
谷
は
李
賀
の
こ
と
。
昌
谷
は
そ
の
出
身
地
。
「
李

昌
谷
の
集
」
を
得
た
学
海
の
喜
び
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
彼
も
ま

た
李
賀
詩
の
愛
好
者
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
の
漢
詩
人
た
ち
が
李
賀
の
詩
を
好
み
、
ま

た
実
際
に
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
例
は
、
い
く
つ
か
拾
い
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、
福
島
理
子
氏
が

「儒
者
の
怪
奇
趣
味
-
広
瀬
旭
荘

『
丑
時
咀
』
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(
和
漢
比
較
文
学
叢
書
17

『
江
戸

小
説
と
漢
文
学
』
(平
成
五
年
、
汲
古
書
院
)
所
収
)
で
、
広
瀬

旭
荘

・
中
島
子
玉
の
例
を
紹
介

・
考
察
し
た
よ
う
に
、
李
賀
詩

の

受
容
は
近
世
後
期
に
は
既
に
始
ま

っ
て
い
た

こ
と

で
あ
る
が
、
そ

れ
が
明
治
に
か
け
て
、
更
に
広
が

っ
て
い

っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

今
、
そ
の
こ
と
を
詳
細
に
跡
付
け
る
用
意

は
な
い
の
で
あ
る
が
、

な
お
状
況
証
拠
的
に
、
い
く

つ
か
の
事
実
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

明
治
十
年
代
の
漢
詩
お
よ
び
漢
詩
壇
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
何
と

言

っ
て
も
森
春
濤
で
あ

っ
た
が
、
彼
は
そ
の
居
を

「
三
李
堂
」
と

称
し
た
。
「
三
李
」
と
は
李
白

・
李
賀

・
李

商
隠
で
あ
り
、
こ
の

三
詩
人
に
私
淑
す
る
意
を
表
し
て
い
る
。

春
濤
が
創
刊
し
た
漢
詩
文
雑
誌
が

『
新
文
詩
』
で
あ
る
。
同
誌

は
、
明
治
十
年
代
の
漢
詩
お
よ
び
漢
詩
壇
を
概
観
す
る
に
は
、
恰

好
の
資
料
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
李
賀
詩
受
容

の
例
が
い
く

つ
か

見
出
だ
せ
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
春
濤
の
男

・
椀
南
の
、

第
五
十
三
号

(明
治
十
二
年
)
に
掲
載
さ
れ
た
七
言
律
詩

「
秋
懐

贈
人
」

で
あ
る
。
そ
の
頷
聯
、
「銅
倦
伍
実
茂
陵
客
、
才
鬼
可
憐

長
爪
郎
」
(銅
倦
傍
ほ
実
す
茂
陵
の
客
、
才

鬼
憐
れ
む

べ
し
長
爪

郎
)
は
明
ら
か
に
李
賀
の
影
響
下
に
あ
る
。
後
、
春
濤
の
跡
を
継

ぐ
形
で
漢
詩
壇
の
中
心
人
物
と
な
る
彼
に
、
こ
の
よ
う
な
詩
の
あ

る
こ
と
は
、
重
視
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

の
ち
に
椀
南
は
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月

二
、
四
、
五
日
付

『
日

本
』
「
文
苑
」
欄
に
、
菊
如
澹
人
の
筆
名
で

「
李
長
吉
の
詩
」
と

い
う
文
章
を
発
表
し
て
も
い
る
。
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こ
の
中
で
彼
は
、

長
吉
の
詩
は
微
妙
の
奥
を
極
め
た
る
者
な
り
、
幽
深
の
頂
に

達
し
た
る
者
な
り
、
万
物
の
霊
た
る
人
の
神
魂
中
に
幻
影
せ

る

一
種
の
妙
象
を
絵
き
出
し
た
る
者
な
り
、
最
窟
最
冥
最
霊

最
奥
の
至
理
を
挟
摘
し
た
る
者
な
り
、
今
の
所
調

「詩
美
」

の
極
詣
を
得
た
る
者
な
り
、

と
、
李
賀
を
激
賞
し
、
「
李
悪
笙
篠
引
」
の
注
解
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
澹
人
亦
曾
て
宮
崎
晴
瀾
の
為
め
に
長
吉
が
美
人
椀
頭
歌

を
剖
論
せ
し
事
あ
り
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

明
治
漢
詩
に

つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
清
詩
の
流
行

・
受
容
が
指

摘
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
そ
の
通
り
な
の
だ
が
、
そ
れ
以

外
に
も
様
々
な
側
面
が
当
然
あ

っ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
こ
で
述

べ

て
い
る
李
賀
詩
受
容
も
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宮
崎
晴

瀾

の
詩
は
、
李
賀
詩
受
容
の
流
れ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

一
つ
の
達

成
な
の
で
あ
り
、
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
。

四

以
上
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
来
な
か

っ
た
宮
崎
晴
瀾
の
所
謂

〈
妖
怪
体
〉
の
詩
を
紹
介

・

検

討
し
た
。
晴
瀾
の
詩
は
、
李
賀
詩
の
語
句

・
表
現

・
イ
メ
ー
ジ

を

借
り
な
が
ら
、
独
自
の
世
界
を
創
造
し
、
描
き
出
し
た
。
そ
の

世

界
は
、
怪
奇
性
と
残
虐
性
を
特
徴
と
し
、
〈
滅
亡
〉
の
モ
チ
ー

フ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
あ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
が
彼
の
時
代
認
識

の
喩
と
し
て
機
能
し
て
も
い
た
。

次
に
、
そ
う
し
た
晴
瀾
の
詩
が
、
理
解

・
享
受
さ
れ
た
背
景
に

つ
い
て
考
え
た
。
も
と
よ
り
、

一
斑
を
う
か
が

っ
た
に
過
き
な

い

が
、
当
時

の
漢
詩
壇
に
お
け
る
李
賀
詩
受
容

と
い
う
問
題
を
提
示

し
得
た
こ
と
と
思
う
。

こ
れ
も
既
に
述

べ
た

こ
と
で
あ
る
が
、
晴
瀾
に
は
、
自
己
の
イ

メ
ー
ジ
に
偏
す
る
あ
ま
り
、
他
者

の
理
解
を

不
可
能
に
し
て
し
ま

う
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
り
得

な
い
よ
う
な
漢
語
や
、

舌
足
ら
ず
な
表
現
と
な

っ
て
現
れ
て
お
り
、
漢
詩
と
し
て
は
破
綻

寸
前
だ
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
い
。
ま
た
、
表
現
過
剰

・
内
容
空

疎
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
評
価
も
あ
り
得
よ
う
。

し
か
し
、
独
自
な
怪
奇
的
世
界
を
構
築
し

た
点
に
お

い
て
、
浪

漫
主
義
的
な
指
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
そ
れ
が
、

『
文
学
界
』
に
よ
る
初
期
浪
漫
主
義
文
学
が
成
立
す
る
直
前
の
時

期
に
当
た
る
こ
と
は
、
や
は
り
重
視
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
は
あ
る

ま
い
か
。

今
回
、
宮
崎
晴
瀾
に
注
目
し
た
所
以
で
あ

る
。

(
ふ

く

い

た

つ
ひ

ご

・
博

士

後

期

課
程

)
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